






③オリンピック種目となった日本の柔道

皆さんは、「馬があう」「あげ足

を取る」「痛みわけ」という言葉を

知っているだろうか。これらは武

道に由来する武道言葉といわれる。

日本では、武家政権が700年近く

つづき、武道文化ができた。国際

連盟事務次長をつとめた新渡戸稲

造は、英語で『武士道』を著して日本の武士道を世界に広めた。

今や武道は、世界中に広まり、その国際組織もできている。2021（令和３）

▲国際色豊かな講道館の柔道夏期講習会

36 1章 結びつく世界と日本の開国／2節 工業化の進展と世界市場の形成

鎖国から開国への転換で、わ
が国は国づくりをどう進めた
のだろうか。

日本の開国
西洋の衝撃をわが国はどう受け止めたのか
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1853（嘉永６）年、アメリカのペ
1794～1858 
リーが蒸

気船をふくむ艦隊を率いて、開港を要求し

た（黒船来航）。江戸幕府は従来の外交政策の転換を決め、翌年日

米和親条約 を結び、下田と函館を開港

した。さらに1858（安政５）年には日米

修好通商条約 を結び、イギリス・フラ

ンス・ロシア・オランダとも同様の条約

を締結した（安政の五カ国条約）。

開港すると、イギリスを中心に貿易額

が急増した。生糸や蚕種などの原料が輸

出され、綿織物などの工業製品が輸入さ

れた。しかし、小規模な手工業では突然

はじまった貿易に対応できず、物価の高騰を招いた。また当初の金

銀交換の取り決めにより、大量の金が海外に流失した。

幕府や藩は、欧米列強の繁栄の背景には科

学技術があると考え、洋式機械工場を設け

て紡績・製鉄・造船などの技術摂取に取り組んだ。明治になると、

新政府が主導して産業の近代化をさらに進めた（殖産興業）。1870（明

治３）年、伊藤
1841～1909 
博文らが提唱して工部省を設置し、近代産業育成へ

むけた基盤づくりをはじめた。外国から技師を招聘して（お雇い外

国人）、1872（明治５）年、群馬県に富岡製糸場を操業したのをは

じめ、各地に官営模範工場をつくり軽工

業分野の機械化をはかった。大久保
1830～78
利通

の主導で内務省が設置され、交通網・通

信網などの整備にも取り組んだ。

1880（明治13）年ころからは官営工場

の払い下げもおこなわれ、民間企業の育

成をうながした。こうした工業化の背景

には、新貨条例 による貨幣制度の統一、

外圧による開国

▲黒船来航　1854年２月10日、アメリカ東インド艦隊司令長官ペリー
は軍艦（黒船）７隻を率いて再来し、横浜の海岸に上陸した。
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▲富岡製糸場　製糸業は産業革命の推進力となった。富岡製糸場は
1872（明治５）年に操業を開始した群馬県の官営模範工場。

日本の産業革命

アメリカ船が必要とする燃
料や食料の供給、難破船や乗
組員の救助、下田・函館の２
港を開いて領事の駐在を認め
ることなどを約束した。
神奈川・長崎・新潟・兵庫

の開港が決まった。居留地内
での領事裁判権を認め、関税
の税率決定権（関税自主権）を
日本に認めない（協定関税制）
とする条項をふくんだ。わが
国は、この一連の不平等条約
改正に大きな努力を払うこと
となった。
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コラム
地租改正による税制の整備、渋沢

1840～1931 
栄一が設

立した第一国立銀行などでの銀行制度の導

入など、金融・財政面での近代化があった。

製糸・紡績・織物などの軽工業分野から

はじまった工場制機械化は、しだいに鉄鋼

や造船などの重工業へと広がり、日本でも

産業革命が進展した。

産業革命によって日本

経済は飛躍的な成長を

とげ、1885（明治 18）年から14年間で、

輸出は５.８倍、輸入は７.５倍に増加して

いる。1894（明治27）年からは均衡が崩れ、

輸入超過の状態がしばらくつづいた。

また、軽工業分野での機械化が進み、加

工品の大量生産が可能になったが、一方で

原料の確保が課題となった。綿工業分野で

は、原料の綿花をインドから輸入するため、1893（明治26）年に神戸・

ボンベイ間の国際定期遠洋航路が日印共同で開通した。その航路

の途中で、日用雑貨品を東南アジアへ、紡績した綿糸を中国や朝

鮮に輸出した。経済の結びつきが強まるにつれて、人と物の移動

もさかんになり、アジアとの関係は密接になった。

欧米との関係も同様で、経済交流はさらに強まり、1896（明治

29）年には横浜・アントワープ間のヨーロッパ航路、神戸・シアト

ル間の北米航路、横浜・メルボルン間のオーストラリア航路の定期

航路があいついで開

通した。また、浮世

絵や陶磁器などの美

術がフ
1853～1908 
ェノロサらに

高く評価され、海外

へも紹介された。

わが国が西欧諸国の植民地とならなかったことが、国際社会にどのような影響を与えたのか考え
てみよう。
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アジアと世界
への影響

日本経済の父・渋沢 栄一

1 8 4 0 年、現在の埼玉県
深谷市の豪農の家に生まれ
た。一橋慶喜に仕え、パリ
万国博覧会に赴く徳川昭武
に随行して、1867（慶応３）
年、フランスなど欧州を訪
問。そのすさまじい国力に
圧倒された。上下水道・蒸
気機関車・発電機などを生み

出した国力の秘密とは何か。その費用はどうして集めたのか。
それを教えてくれたのが、銀行と株式会社の存在だった。
個人から資金を集めて事業に貸し出す銀行。個人に会社の

株を買ってもらい、それを元手に事業をおこし、利益を配当
して株主に還元する商社。政府に頼るのではなく、民間人が
これをおこなう。銀行と商社を組み合わせたような株式会社
で、これを「合本法」と名づけ、日本への導入を決意した。
1873（明治６）年、日本初の銀行「第一国立銀行」を設立。

さらに、利益の独占を嫌い、民間企業を育成し、王子製紙・
大阪紡績・東京瓦斯など約500社を設立した。また、東京
養育院の院長をつとめたり、「救護法」の実施など福祉事業に
貢献し、1931（昭和6）年に死去。「日本経済の父」といわれた。

金本位制の確立と幣制混乱
の整理をめざし、一円金貨を
本位貸とする円・銭・厘の十
進法を採用し、新硬貨を発行
した。

▲大久保利通（1830～78） 　
薩摩藩出身。倒幕・維新に尽力し、
西郷隆盛・木戸孝允と並んで「維
新の三傑」と称された。明治新政
府では内務卿として殖産興業に奔
走し、藩閥政府の重鎮として権勢
をふるった。

▲土佐丸（五姓田義松画）　1896（明治29）年、欧州航路
の第１船として横浜港を出港した。

歴史は資料にもとづいて記述されている。文献・遺物・絵画・写真・統計・
新聞といった資料は、過去を知る手がかりとなる。これらのなかから
複数を組み合わせて多面的に見ること、さまざまな方向から考えるこ
とが大切である。たとえば、明治時代の日記を資料としてつかうとき
は、その日記が「政治家の視点」で書かれているものなのか、「庶民
の視点」で書かれているものなのかを見定める必要があるだろう。ま
た新聞から、当時の事情で「書けなかったこと」を、前後の文脈や他
の資料をつかうことで読み取ることも大切なことである。
一方、歴史を現在の価値観によって考えることは、避けなければなら
ない。その時代にはその時代の価値観があり、今の基準で善悪をつけ
ることによって、歴史の事実が見えなくなるおそれがあるからである。

歴史は資料にもとづいて記述されている
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史
歴
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82 3章 第一次世界大戦と大衆社会の出現／5節 総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制

明治時代、わが国の多くの青年が欧米
諸国に留学した。1884（明治 17）年、22
歳で米国に渡った新渡戸稲造（1862 ～
1933）もその一人であった。
あるとき、

から、道徳教育の源泉として宗教教育が日
本に存在するか、との質問をうけた。この
ことがきっかけとなって、新渡戸は、日本
人の道徳観念の根源について思索するよう
になる。また、米国人の妻メリーからも、
日本人には自明であるものの考え方や行動
様式について、たびたび質問をうけていた。
こうした体験をもとに、新渡戸は1900（明

治 33）年、『武士道』を英文で著し、米国に
おいて出版した。新渡戸によれば、武士道
とは、わが国の長い歴史のなかで神道を基
盤とし、仏教や儒教を受容しつつ形成され
た道徳であり、倫理の源泉であったとして、
その将来について次の言葉を残している。
「武士道は一つの独立した道徳の掟とし
ては消滅するかもしれない。しかしその力
はこの地球上から消え去ることはない。そ
の武勇と文徳の教訓は解体されるかもしれ
ない。しかしその光と栄誉はその廃墟を超
えて蘇生するにちがいない」
聖書やギリシャ・ローマの古典などが豊

富に引用され著された『武士道』は、わが国
が日清・日露の２つの戦争に勝利をおさめ
た精神力の源泉であるとして、世界中から
注目され、17カ国語に翻訳されるなどベス
トセラーとなった。
若いころ「願わくば　われ太平洋の橋　

とならん」との志を抱いていた新渡戸は、
東京大学に進み、アメリカ、ドイツの大学
へ留学。帰国後は、台湾総督府技師となり
製糖業の発展に尽くし、東京帝大教授や東

武士道を通して日本人の道徳を説き実践した国際人

日本と国際社会の架け橋となった新渡戸稲造

7

京女子大初代学
長を歴任した。
1920（大正9）

年から７年間、国
際連盟事務次長
として第一次世
界大戦後の国際
協調に活躍。在
任中、ノーベル
賞受賞者などを
委員として、教
育、文化の交流、
著作権問題などを審議する知的協力委員会
を発足させた。これは現在のユネスコに引
き継がれている。
晩年の1932（昭和７）年には、満州事変

勃発後の日米関係の悪化を修復するため、
日本の立場や政策への理解を求めて全米を
100回以上講演行脚するなど、日米関係の
修復に尽力した。
新渡戸は、自身が『武士道』で著した「義」

「仁」「礼」「名誉」「忠義」などの徳目を実
践した日本人として、その名を国際社会に
残した。

▲アメリカで出版された英文の『武士道」の表紙と中扉

▲新渡戸稲造
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発展学習

世界と日本

捕鯨と日本人　―海洋国家日本の食文化を探る―

現代の国際問題の一つ

に捕鯨問題がある。近

年、わが国などの捕鯨国に対する反捕鯨勢

力の圧力はますます強まっている。反捕鯨

勢力は、食や自然に対する文化のちがいを

認めない。

ところが、今日の反捕鯨国の多くは、19

世紀半ばまではさかんに鯨を捕っていた。その目的は「鯨油」を得るためであり、海上で

皮脂をボイルして油だけを採り、鯨肉や内臓、骨などは残らず海中に投棄した。しかし、

石油が採掘されると、捕鯨には見向きもしなくなった。

これに対し、日本人の鯨に対する接し方はまるでちがう。わ

▲鯨油を目的としたアメリカ式捕鯨による乱獲

3

「鯨油」から
「石油」へ

日本人が築き上げた
独自の捕鯨文化

5

10
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オゾンホールが注目されたのは1985年のことである。わずか8年でオゾン層が40％以
上減少した事実は衝撃をもって受け止められた。地球を取り巻くオゾン層は、地上20～
30kmの成層圏にあるうすい層で、生物に重大な影響を与える紫外線の大部分を吸収してい
る。すぐに国際的な問題となり、「オゾン層の保護のためのウィーン条約」（1985年）、「オ
ゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」（1987年）が採択された。

⑤オゾン層の破壊と回復

1 オゾンホールは、円中心の
グレーの部分で、オゾン層が
大きく減少した 1980 年代
はじめから、南半球の冬季か
ら春季にあたる 8～9月ごろ
発生、急速に発達し、11～
12 月ごろに消滅するという
季節変化をしている。
2 モントリオール議定書にも
とづく特定フロンの生産量・
消費量の削減義務を履行する
ため、特定フロンの製造およ
び輸入の規制措置をおこなう。
オゾン層破壊効果がない代替
フロンへの切替えを進めてい
たが、温室効果が高いことが
わかり、現在は温暖化にも影
響をおよぼさないノンフロン
の製品率を高めている。
3 モントリオール議定書をう
けて、日本では 1988 年フ
ロン類の製造・輸入を規制す
るオゾン層保護法、2013 年
にはライフサイクル ( 生産・
使用・回収・破壊など ) 全体
を通じた対策を推進するフロ
ン排出抑制法が制定された。
さらに 2020 年、現在 38％
ほどの廃棄時の回収率を向上
するため、排出抑制法が改正
された。

1 オゾン層の破壊による環境悪化

2 オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書

3 日本におけるオゾン層保護の取り組み

1979年 2019年 （気象庁HPより） ▲南極のオゾンホール面積の経年変化 ( 気象庁 )

「近代化と現代的な諸課題」を追究するにあたって＜学習の展開例＞

（ 開発 保全 を観点に）明治期における森林の活用と植林

明治新政府は、各藩が管理していた森林や寺社の森林

を没収し、官林（国有林）とした。また、急速な近代産

業の発展による薪炭や建築材の需要、養蚕業などで木材

需要が増大した。とくに鉄道の普及によって多くの枕木

が必要となり、日本の良質の木材は、アメリカなどに大

量に輸出された。そして、国有林や私有林の乱伐がおこ

なわれ、森林が劣化・荒廃し、無立木地化や疎林化が進んだ。明治中期の日本は、森林

が最も荒廃したとの調査結果もある。原生林や里山の森林だけでなく、鎮守の森も調達先

現在、日本で森林が世界に比べて豊かに保たれているのは、なぜか。
「文明の前には森があった、文明のあとには砂漠が残った」（シャトーブリアン）。かつ

て世界は豊かな森におおわれていたが、文明の発達によって森林の活用が進み、砂漠化が

拡大した。しかし、今なお日本は多くの森林におおわれている（日本69％、米国43％、カ

ナダ38％、ドイツ33％、英国13%）。どうして日本では豊かな森林を維持できたのだろうか。

明治の文明開化と森林活用（開発）

▲無立木地状態の笠取山付近（大正11年）
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2 31章 結びつく世界と日本の開国／1節 18世紀の日本とアジアの経済と社会

章

20

0 100 200 300 400
（万歩町）

1町歩＝約1ha。太閤検地以前のものは約1.2ha

平安中期

鎌 倉 期

江戸初期

江戸中期

明治初期

織 物

絹
西陣織・桐生絹・足利絹・
上田紬・伊勢崎絹・丹後
縮緬

木綿 小倉織・久留米絣

麻 友禅染〈京都・加賀〉・
有松絞

陶磁器 有田焼・清水焼・九谷焼・瀬戸焼・
備前焼

漆 器 南部塗・会津塗・輪島塗・春慶塗
〈能代・飛驒〉

製 紙 日用紙 美濃・土佐・駿河・石見
高級紙 越前（奉書紙・鳥の子紙）

醸 造 酒 伏見・灘・伊丹・池田
醬油 野田・銚子・京都・龍野

1章 結びつく世界と日本の開国／1節 18世紀の日本とアジアの経済と社会

いりこ（干しナマ
コ）・干鮑・フカヒレ
を俵物三品とよび、ほ
かに昆布やスルメ・カ
ツオ節などの海産物を
俵につめて輸出した。

章章章

日本では17世紀中ごろ、治水工事や新田開発が

活発におこなわれ、耕地面積はおおよそ２倍に

拡大した。また、農具や肥料の発達によって農業技術も進歩し、

石高は飛躍的に増大した。農家の収入も増え、農民の生活水準

も向上した。江戸時代初期に約1200万人だった人口も、

江戸時代末には3200万人にまで増加した。

江戸幕府は当初、商品作物の生産を制限したが、の

ちに緩和され、全国各地で綿花や菜種・たばこ・野菜な

どの商品作物がさかんに栽培されるようになった。出

羽の紅花や阿波の藍など地域性のある商品作物も栽培

された。また、絹織物では京都の西陣織、綿織物の久留

米絣、麻織物の越後縮、和紙では越前の奉書紙、陶磁器

では尾張の瀬戸焼や肥前の有田焼、灘・伊丹の酒造、野

田・銚子の醬油などが代表的な名産品となった。繊維製

品を担保にして商人たちは、農民に道具や材料を前貸し

て、生産された商品を買い取る問屋制家内工業や、さら

に19世紀に入ると、工場に農民を集めて分業で働かせ

るマニュファクチュア（工場制手工業）も出現した。

林業や漁業・鉱山業・製塩業などの発達もめざましかっ

た。地曳網によって大量に捕獲された鰯が干鰯や〆粕として

金肥（金銭で買う肥料）に使用され、農業生産を拡大させるなど、

諸産業の発展は相互に関係しあっていた。また、海産物の俵物

は清にむけてさかんに輸出された。
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18世紀のアジアは、清（中国）やインドの手工業生産技術の進展により、さまざまな物資が
生産されるようになった。アジア地域内で活発な取引がおこなわれ、日本の物産も広く取引
された。品質の高いアジアの物産を求めて、ヨーロッパ人はアジアの国々に来航した。

国
開
の
本
日
と
界
世
く
つ
び
結

1節 18世紀の日本とアジアの経済と社会

1 18世紀の日本における生産と流通
行き交う人々と物産

18 世紀の日本で
は、どのように手工
業製品が生産され、
取引されていたの
だろうか。

農業生産
の拡大

▲耕地面積の増大　江戸時代前期は
新田開発がさかんで、なかでも享保年
間の耕地面積の増大はいちじるしかっ
た。

▲おもな名産品
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松前

青森
弘前

能代
秋田
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石巻新発田
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小木
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西廻り海運（大坂 日本海沿岸）

南海路（大坂 江戸）（菱垣・

運海
り廻
東

岸沿
海本
日（

）戸
江

東 海 道 中 山 道 甲州道中 日光道中 奥州道中
脇 街 道 その他の道路 主 要 航 路
三 都 幕 府 直 轄 地 主 な 城 下 町 その他の要地 関 所

都 市 名 人口（万人） 年

京 都 41 1634
34 1719

大 坂 38 1721
42 1765

江 戸 100 1721
105 1801

ロ ン ド ン 58 1700
98 1801

パ リ 50 1700
55 1842

ベ ル リ ン 15 1786

▲三都と世界の主要都市の人口

▲堂島の米市場

江戸の品川から京都までの東海道、江

戸から近江の草津までの中山道など五

街道が開かれ、河川交通では富士川・保津川・高瀬川など

が角倉
1554～1614 
了以によって開削され、物資の輸送に貢献した。海

上交通では菱垣廻船や 廻船が大坂・江戸の南海路を定期

的に往復し、大坂から江戸へ木綿・油・酒などを運んだ。

また、河村
1617～99
瑞賢により東廻り海運（奥羽の日本海岸から江

戸へ）と西廻り海運（日本海沿岸から下関を経て大坂にい

たる）が整備され、全国的な海上交通網が完成した。

江戸・大坂・京都は三都とよばれ、とくに繁栄し

た。江戸は最大の城下町で18世紀には人口約100

万人に達した。江戸・大坂には諸藩の年貢米や特産品を保管する

蔵屋敷が置かれ、旗本・御家人の禄米の売却や金融をおこなう札差

（蔵宿）、また特産品の保管・販売をまかされた蔵元・掛屋などの

商人が成長した。貨幣には金・銀・銭の三貨があり、貨幣間の両替

や為替・貸付・預金などをおこなう両替商が三都で発達

した。米の最大の集散地であった大坂の堂島の米市場は、

全国の米相場の値段を決めるほどであった。

商業取引の拡大は、商人に問屋・仲買・小売の区別を

生んだ。とりわけ、問屋や仲買は株仲間という同業組合

をつくって利益を独占したが、のちに幕府はこれを認め、

運上・冥加などの営業税をとった。

▲江戸時代の交通図

▲工場制手工業のようす（尾張名所図会）　尾張
の機屋のようす。糸繰りや高機で機織りをする女
性などが見られる。尾張では当時すでに大小の機
屋で何万反もの木綿の織物が織られていた。
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交通の発達

商業金融
の発達

18 世紀の日本では、農業・交通・商業が発展した。この要因を考えてみよう。

１節　18 世紀の日本とアジアの経済と社会
1 節 18 世紀の日本における生産と流通

行き交う人々と物産

 学習のポイント
18 世紀の日本では、幕藩体制が安定すると共
に、農業生産が拡大し、諸産業が発展した。
生産された年貢米や特産品を流通させる交通
網が発達し、商業や金融が活発になり、現在
につながる経済活動の原型が生まれたことを
つかませたい。

［課題］18 世紀の日本では、どのように手工業製
品が生産され、取引されていたのだろうか。
○農業生産の拡大
　耕地面積の拡大・農業技術の進歩…江戸時代中
期→人口の増加（1200 万人→ 3200 万人）
　商品作物（綿花・菜種・藍など）の栽培
　名産品の生産
　問屋制家内工業やマニュファクチュアの出現
　林業・漁業・鉱山業・製塩業などの発達

○交通の発達
　陸上交通…五街道（東海道・中山道など）
　河川交通…富士川・保津川・高瀬川などの開削
　海上交通…菱垣廻船・樽廻船（江戸～大坂）、西
廻り海運・東廻り海運

○商業金融の発達
　三都（江戸・大坂・京都）の繁栄
　商業の発達…札差、蔵元・掛屋（年貢米などの
売却）　問屋・仲買・小売→株仲間の結成

発問例
挿図「江戸時代の交通図」から
「東海道が通っていたところは、現在はどの
ような交通路となっているのだろう。」
「自分の住んでいる地域で、当時はどのよう
な交通が行われていたのだろう。」
「陸上交通、河川交通、海上交通のそれぞれ
の交通路を現在と比較した場合、共通点と相
違点を考えてみよう。」
「全国各地にある都市は、どのようにして発
達してきたのだろう。」

板書例

第１の問いと展開例
「18 世紀の日本では、どのように手工業製品
が生産され、取引されていたのだろうか。」
グラフ「耕地面積の拡大」から
「日本の歴史の中で、耕地面積が一番拡大し
たのはいつの時代だろう。」
　江戸時代初期から中期、すなわち 18 世紀
にかけての約 150 年間で耕地面積が約 2倍
になっており、日本の歴史上最も拡大が著し
かった時代である。近代以降、20 世紀前半
には 500 万町歩（北海道を入れて約 600 万
町歩）を越えるようになるが、土木機械など
がなかったころに、これだけの拡大は目覚ま
しいものがある。これを元にして、「生産の
拡大は農民の生活にどのような変化をもたら
したのだろう。」「農業やそれ以外の産業に
はどのような変化が起きたのだろう。」と投
げかけて、関心を深めることができるように
したい。

 発問例
表「おもな名産品」から
「それぞれの名産品は、現在どの都道府県で
生産されているのだろう。知っているものを
あげてみよう。」
「自分の住んでいる地域で名産品となっている
ものには、どのようなものがあるのだろう。」
※経済産業省ホームページ（「伝統的工芸品」）　
挿図「工場制手工業のようす」から
「今の工場と似ているところと違うところを
あげてみよう。」
「原料となる綿花はどのようにして手に入れ
たのだろう。完成した綿製品はどのようにし
て販売したのだろう。」

　農業生産の拡大

◆指導上の留意点
農業生産拡大の要因として、地曳網で大量捕
獲された鰯から生産された干鰯が使用される
ようになったことなど、各産業の発達が相互
に関係し合っていたことに気づかせたい。ま
た、国内の耕地面積も江戸時代の開発がほと
んど進んだことや、各地の名産品生産も多く
がこの時代に始まったことを通して、江戸時
代の経済成長が近代化の基礎となったことに
気づかせたい。

交通の発達

商業金融の発達

 第２の問いと展開例
「18 世紀の日本では、農業・交通・商業が発
展した。この要因を考えてみよう。」「農業生
産の拡大と商品作物生産の拡大の関係を説明
してみよう。」「農業生産や名産品生産の拡大
と諸産業の発達の関係を説明してみよう。」
などの発問を通して、それぞれの産業の関連
性について考察を深められるようにする。

◆指導上の留意点
国内の交通網については、この時代に現代の
基礎ができあがっていたことに気づかせたい。
とりわけ、機械的な動力のない時代に、大量
輸送は海や河川などを経由した船舶が重要な
役割を担っていたことをつかませたい。

発問例
表「三都と世界の主要都市の人口」から
「18 世紀の日本と世界の主要都市の人口を比
較して、どのようなことが言えるだろうか。」
「都市の発達は、その地域や国の経済活動と
どのような関係があるのだろう。」
挿図「堂島の米市場」から
「人びとは、何のために集まっているのだろう。」
「江戸時代、米市場が重要な意味を持ったの
はなぜだろう。年貢が米で納められていたこ
とと結びつけて説明してみよう。」
「江戸時代に生まれた流通の仕組みである問
屋・仲買・小売は、現在ではどのようになっ
ているのだろう。」

◆指導上の留意点
都市はさまざまな経済活動の拠点であり、都
市の発達と経済活動の発展の関係をつかませ
たい。その点から、18世紀の日本はヨーロッ
パと比較しても、かなりの水準で経済活動が
進んでいたことに気づかせたい。また、江戸
時代は年貢は米納であり、米は食料としてだ
けではなく、一種の通貨の役割も果たしてい
たが、それを換金することでさらに高度な貨
幣経済が成長した。堂島の米市場では、世界
でもいち早く先物取引が行われており、日本
国内限定ではあったものの高度な経済システ
ムが形成されていたことにもふれたい。その
上で、流通機構も現在の基本的な仕組みはこの
時代にできあがっていたことに気づかせたい。


